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はじめに

　日本で生産されるソーセージ類のうち、ウィンナーソーセージとフランクフルト
ソーセージの生産量割合（2018 年）は、それぞれ 74.8％と 11.3％となっている。
このうち、ウィンナーソーセージ生産量の約 60 ～ 65％に羊腸が、フランクフルト
ソーセージの約 20 ～ 25％に豚腸が使用されており、美味しいソーセージには欠か
せない重要な加工資材として、その安定供給が求められている。
　2018 年の天然ケーシングの輸入数量（財務省貿易統計）は、4,185.3 トン（対
前年比 104.2％）であったが、中国・オーストラリア・ニュージーランド産の輸入
割合は 98.9% と、この 3 カ国からの輸入に大きく依存している。特に、日本に輸
入される天然腸の 63％が中国産であること、船積地ベースでは、豪・NZ 産天然腸
の多くが中国で加工された後に日本に輸出されることから、中国からの積み出し分
は約 95% となっている。
　我が国の天然ケーシング輸入がこれら 3 カ国に大きく依存している中で、近年の
豪・NZ の異常気象や家畜種の変化による羊飼育数の減少、中国でのアフリカ豚熱

（ASF）の発生拡大による豚飼育数の激減など天然ケーシングに係る貿易環境は著
しく変化しており、これらの国からの供給量や供給ルートに制約が生じた場合には、
我が国のソーセージ産業の生産量及び市場価格への影響は甚大なものとなることが
予想される。
　こうしたリスクに対処し天然ケーシングの安定供給を確保するためには、天然腸
の調達可能国の拡大や調達ルートの多様化が喫緊の課題となっている。
　本報告書は、この天然ケーシングの安定確保のための課題を解消するため、JRA
畜産振興事業「国産食肉加工品国際競争力強化対策事業（加工資材等安定確保対策
事業事業）」の一環として、スペイン天然ケーシングの輸入可能性を探るために実
施した現地調査の結果をとりまとめたものである。
　最後に、本事業に対して貴重な助成をいただいた公益財団法人全国競馬・畜産振興会
に深く誠意を表したい。

　令和 2 年 3 月

日本ハム・ソーセージ工業協同組合
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Ⅰ． スペイン天然ケーシング調査の概要

１． 調査対象国について
①スペインを対象国とした理由

現在の天然ケーシングの供給国が中・豪・NZ に特化している理由の一つは、BSE 発生国からの
羊腸の輸入が禁止されていることにある。BSE 発生国の羊腸輸入が禁止されるまでの欧州各国から
の輸入は、輸入量全体の約 1 割を占めていたことから、調査対象国は欧州の特定国とすることとした。

その上で、欧州各国のめん羊及び豚の飼育数順は表 1 のとおりであり、スペインを調査対象国と
することが適当と判断した。

また、BSE 対策としてのめん羊肉等の輸入禁止措置も、食品安全委員会による累次のリスク評価
を経て見直しされており、フランス・米国・アイルランド・英国に続き、2019 年 6 月にはスペイ
ンのリスク評価が完了し、今後、所定の手続きを執って輸入可能となるため、調査対象国とするこ
とは時宜を得たものと判断した。

表 1　EU諸国の中での羊・豚飼育数順位
めん羊の飼育数 豚の飼育数

1 位 英　国 3,483 万頭 スペイン 2,997 万頭

2 位 スペイン 1,596 万頭 ドイツ 2,758 万頭

（出典：FAO 2017 年）

②日・スペイン天然ケーシング貿易
スペインからの天然腸輸入は、1988 年に 1.5 トンの輸入が行われている。前述のとおり、2002

年以降は BSE 対策として羊肉等の輸入禁止措置が執られており、スペインはじめ欧州各国からの
輸入実績はない。

③スペインの動物の腸・ぼうこう・胃の輸出規模（参考）
スペイン天然ケーシングの輸出統計は把握できないため、EU 統計局の貿易データベースから「腸・

ぼうこう・胃（HS コード 050400）」の EU 域内とモロッコへの輸出額（表 2）を参考まで抽出した。

表 2　腸・ぼうこう・胃の輸出額� （単位：千ユーロ）

輸出国（参考） 2016 年 2017 年 2018 年

EU 域内 45,659 54,699 56,213

モロッコ   5,314   8,205 11,026

※ （HS コード 050400：動物（魚を除く。）の腸、ぼうこう又は胃の全形のもの及び断片（生鮮のもの及び冷蔵し、冷凍し、塩蔵し、
塩水漬けし、乾燥し又はくん製したものに限る。）
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２． 調査団メンバー
【団　長】関　　道康　　（株）日昌トレーディング　専務取締役
【副団長】松永　大介　　（株）松永商會　代表取締役専務
【団　員】島田　謙一郎　（国大）帯広畜産大学　生命・食糧科学研究部門教授
【団　員】角一　健二郎　日本ハム・ソーセージ工業協同組合　理事
【団　員】依田　隆實　　日本羊腸輸入組合　事務局長

３． 調査日程
11 月 5 日（火）　移動日（羽田⇒フランクフルト⇒マドリッド）

11 月 6 日（水）　10:30　在スペイン日本大使館
　　　　　　　　12:00　スペイン農業・漁業・食糧省（MAPA）
　　　　　　　　16:00　Incarlopsa 屠畜場

11 月 7 日（木）　07:00　国内移動（マドリッド⇒バレンシア）
　　　　　　　　10:00　Gallent Casing 社
　　　　　　　　12:30　スペイン天然ソーセージケーシング協会 （AETRIN）
　　　　　　　　17:10　国内移動（バレンシア⇒マドリッド）

11 月 8 日（金）　移動日（マドリッド⇒ロンドン⇒　／　マドリッド⇒北京⇒）

11 月 9 日（土）　移動日（⇒羽田）

（注） 11 月 8 日の帰国便は、ルフトハンザ航空のストライキのため同社手配便に変更（2 班に分割）
されたため

４． スペイン概況
①基本情報

・面積：50.6 万平方キロメートル（日本の約 1.3 倍）
・人口：約 4,693 万人（2019 年 1 月）（うち約 485 万人は外国人）
・首都：マドリード（マドリード市の人口約 327 万人）（2019 年 1 月）
・元首：フェリペ 6 世（Felipe VI）国王（2014 年 6 月 19 日即位）
・政府： サンチェス社会労働者党政権（2018 年 6 月発足、2019 年 4 月の総選挙後暫定政権となっ

ている。）

②経済概況
1986 年の EU 加盟・1999 年のユーロ導入を経て 2008 年のリーマン・ショックまで好調を維持、

20 年間で GDP は約 3 倍に拡大し、国民生活も大きく改善。しかし、2008 年以降、景気低迷によ
る財政赤字の拡大、不動産バブル崩壊による金融機関の破綻、失業も深刻化している。
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2011 年 12 月に発足したラホイ前政権は、財政赤字削減・金融改革・労働市場改革（解雇コス
トの引下げと若年労働者の雇用促進）、医療・教育・年金・地方行政等の制度改革に取り組み、経
済は 2013 年度第 4 四半期から回復基調に転じ、実質 GDP 成長率は、前期比ベースで 23 四半期
連続のプラス成長となった。

失業率は、経済回復に伴い改善しているものの、17.1％（2017 年、392 万人）と依然として高く、
特に若年層（16 ～ 24 歳）の失業率は 36％に達しており、スペイン経済にとって深刻な問題となっ
ている。

一方で、他の国で見られるような暴動等が起こらないのは、地下経済（報道によれば GDP の
20％程度に相当）の存在、血縁・地縁による相互扶助関係、15 年続いた好況期の蓄え等が挙げられる。

2018 年 6 月に発足したサンチェス政権は、財政安定化と福祉国家の再構築、経済成長の強化と
質の高い雇用の創出を政権の最重要課題と位置付け、これに取り組んでいる。

Ⅱ． 現地調査報告

１． 在マドリッド日本大使館経済部
①面 談 者：青木勝弘一等書記官、椎名隆之一等書記官
②結果概要：

当方から、本調査団の目的を説明した後、青木一等書記官から、「先般の厚生労働省の対日輸出
証明プログラム：Export Verification Program（以下、「EVP」という。）調査とその後の検討状
況についてフォローしていきたい。厚労省調査では、羊腸については十分な調査が出来なかったと
承知している。現在、EVP に関連して厚労省のパブコメが行われているので、スペインからの羊
肉輸入手続きは順調に進められていると承知している。」旨の発言があった。

椎名一等書記官から、「スペインの政治情勢としては、2019 年 2 月に同年予算案の否決を受け、
サンチェス首相は議会の解散を決定した。2019 年 4 月に実施された議会選挙の結果、与党は単独
過半数を獲得できず初の 5 大政党制となるも、連立協議が不調に終わり、9 月に上下両院が解散、
11 月 10 日に再選挙を実施することとなった。

一方、スペイン経済は、好調な観光を背景
に 2013 年から回復基調に転じ、失業率も回
復に転じるも依然として高水準にある。2018
年 10 月の安倍総理の公式訪問により、二国
間関係は、「戦略的パートナーシップ」へ格上
げされるとともに、2018 年の日西外交関係樹
立 150 周年での官民ハイレベル交流を受け、
更なる強化の好機となっている。」旨の説明が
あった。

（写真右から 3人目が青木書記官、4人目が椎名書記官）
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２． スペイン農業・漁業・食糧省
①面 談 者：�Valentin Almansa de Lara（農産物衛生局長） 

Carlos Valencia Gonzalez（衛生協定・国管理支局担当） 
－陪席－ 
Vicente Gallent Jr.（AETRIN 会長） 
Daniel Corominas（AETRIN 技術部） 
Pompili Roiger（AETRIN 事務局長）

②結果概要：
当方から、羊腸の対日輸出再開については、現在、スペイン当局と日本当局との間で協議され

ている羊肉及び羊内臓の輸入に係る EVP の中に羊腸を含めることが必要であり、関連して AHR　
（Animal Health Requirement）の変更が必要となる旨を説明し、スペイン当局から日本側に羊腸
を含めるよう協議・検討を要請した。

Valentin Almansa de Lara 局長から、ケーシングも含めて交渉をしており、現在、日本政府か
らの回答を待っているところとの発言があった。

続いて、当方から、豚腸については日本当局
による BSE 対策の見直しとは関係しないので、
AHR が求めている条件（スペイン側で加工保管
施設を認定し日本当局に通知し、定められた検査
証明書を添付）を満たせば対日輸出が可能となる
旨を説明した。

同局長から、AETRIN 関係者対し、豚腸輸出
への関心を確認した上で、具体的な相談があれば
対応したいとの発言があった。

３． Incarlopsa 屠畜場
①面 談 者：�Tamar 所長 

－同行－ 
Vicente Gallent Jr.（AETRIN 会長） 
Daniel Corominas（AETRIN 技術部）

②結果概要：
Incarlopsa 社が所有すると畜場内の豚内臓処理工程を視察した。同社は、豚内臓処理の優れた

技術を有する DAT（ダニッシュクラウンの子会社）との合弁会社として設立され、ヨーロッパの
最新と畜技術が導入されている。

現在、1 日当りのと畜頭数は 6,000 頭（と畜時の豚生体重は 140 ～ 150kg）で、一日当り
12,000 頭までの処理が可能な設備で、国内 10 位内にランクされる規模となっている。施設は 2
階建てで、2 階部分がと畜ライン、1 階部分が内臓処理ラインとなっていた。従業員は 60 名（午
前 40 名、午後 20 名の 2 交替制）、モロッコ人や中南米からの移民を採用し、2 割はモロッコ人が

（写真奥中央がValentin�Almansa�de�Lara 局長）
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占めている。
スペイン産羊腸は、食品としての消費が多い。国内

向け羊腸ケーシングは、仏・英・トルコから輸入して
おり、パキスタン、ウズベキスタン、中東からも輸入
を始めている。NZ 産羊腸は価格が高く太いため、輸
出向けになっている。

４． Gallent Casing 社
①面 談 者： Vicente Gallent Jr（Gallent 社 CEO） 

Daniel Corominas（Gallent 社技術部）

②結果概要：
Gallent 社は三世代にわたる家族経営で、Vicente Gallent Jr 氏の祖父が肉屋を創業し、父親が

天然ケーシング事業を約 30 年前から始め現在に至る。従業員数は 50 名（製造 30 名、営業 10 名、
管理 10 名）となっている。

Vicente Gallent 社長は、ケーシング業に携わって 11 年目を迎え、INSCA 及び AETRIN の会
員となっている。30 年前はケーシング業界の評価は低かったが、IFS の認証を得て、更に BRC（英）、
ISO の認証を取得し、評価の向上に努めている。ケーシングは、2009 年に食品として認められ、
2014 年から何の天然腸か、人工腸は成分を表記することが義務付けられている。

原料仕入については、豚腸は国内の豚と畜場と直接仕入契約しており約 90％がスペイン原産と
なっている。羊腸は、スペイン産の羊がミルクラム（1 ヶ月齢、8 ～ 12kg）として出荷されるのでケー
シングとして使えない。従って、イギリス、フランス、トルコなどから原料を仕入れモロッコで加
工している。モロッコで加工する理由は、地理的に近く 2 週間程度でクリーニングと口径選別が終
わること、加えて、モロッコの加工賃（2.5 ユーロ／ h）はスペインの加工賃（12 ユーロ /h）の 1
／ 5 と安いため価格競争力が高くなるとの説明だった。また、牛腸は、JBS と独占契約しブラジル
から仕入れているとのことだった。

Gallent 社ケーシング工場では、チューブド加工及び最終製品の検品などを行っているが、異物
検査では、ピンセットを使って異物（人毛や植物片等）を確認していた。

当方から、羊腸に関連する EVP については、スペイン及び特定国で出生・飼養された羊由来のケー
シングが条件となっており、今回のような第三国（モロッコ）で加工を行っている場合の取扱いに
ついては確認が必要である。また、AHR では、羊腸・豚腸ともに、汚染のない方法で認定施設に
搬入されることが条件となっているため、第三国が汚染国である場合の取扱いについても確認が必
要である旨を伝えた。

Gallent 社から、海外の輸出先を開拓し顧客に合った製品を輸出する努力を行いたい。2015 年
までは中国でのケーシング加工を行っていたが、モロッコに合弁企業を起ち上げ、250 人規模でケー
シング加工を行っているとの説明があった。

（Incarlopsa 社訪問を終えて）
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５． スペイン天然ソーセージケーシング協会（AETRIN）
①面 談 者： Vicente Gallent Jr（AETRIN 会長／ Gallent 社 CEO） 

Daniel Corominas（AETRIN 技術部／ Gallent 社） 
Sandra Guerrero Sanchez （AETRIN 理事／ Casings L. Guerrero 社） 
Jaime Barea（AETRIN 会員／ Tripas Levantina Barea 社）

②結果概要：
AETRIN は、スペイン天然ケーシングの競争力と生産性向上を目的として、1984 年に設立された

団体で、現在の会員数は 26 社となっている。INSCA（国際天然ソーセージケーシング協会）の会員
になっており、Vicente Gallent Jr 会長 （GALLENT Casing Company）は INSCA の理事に就任
している。

AETRIN の会員は、スペイン天然腸市場の約 80% を取り扱っており、残り 20% はアウトサイダー
の取扱いとなっている。

AETRIN は、食感とうま味を増すという天然腸の利点を PR することに力を入れている。このた
め、AETRIN の品質保証シールを作成し、監査基準に合格した会員企業は製品にこのシールを貼
ることでアウトサイダーとの差別化を図っている。監査基準は生産工程の衛生管理がベースとなっ
ており、監査機関に委託して実施している。

スペインのケーシング市場規模について確かなデータは無いが、概ね、数量ベースで天然ケーシ
ングが 60％（うち豚腸 60%、羊腸 30％、牛腸 10％）、人工ケーシングが 40％を占めていると言
われている。

スペインの食肉消費動向（2018 年）については、国内消費量の 72.5％を生鮮肉が、25.1％を加
工肉が、2.4％を冷凍肉が占めており、2017 年対比では、生鮮肉は▲ 3.8％、加工肉は＋ 1.9％、
冷凍肉は▲ 9.6％となっている。家庭で消費される生鮮肉の割合は、健康志向から鶏肉が最も多く
37.5％、豚肉が 29.8％、牛肉が 14.6％となっている。

Casings L. Guerrero 社は、ファミリー企業として羊腸・豚腸・牛腸を扱っており、羊腸は中国・
豪・NZ・中近東原産のもを輸入。特に中国とは 30 年間の取引実績がある。豚腸は、スペイン及び
欧州各国産のものを第三国で加工して販売し、牛腸はブラジル・アルゼンチンから輸入している。

Tripas Levantina Barea 社は、40 年以上の天然腸取引実績があり、羊腸は中国・NZ・豪・サ

（ケーシング保管室にて） （左から、関団長、松永副団長、Vicente�Gallent�Jr社長、
島田団員、角一団員、依田団員）
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ウジアラビアから、豚腸は中国・米から輸入しているが、加工場は第三国に設けている。牛腸も 2
年前から取り扱っている。

スペインに加工場を設置するのはコストの面から困難であり、社員は 25 名で輸入商社の役割を
果たしており、中国天津に子会社を設けている。

AETRIN 側 3 社は、日スペインが協力して天然腸市場の発展に協力することに同意しており、
双方にとって有益であると考えられる。また、中国の取引先は日本とも取引があり、中国企業を活
用することも重要であるとの意見が双方の話し合いであった。

Ⅲ． スペインからの天然腸安定調達の可能性（まとめ）

１． スペイン市場の現状
スペイン天然ソーセージケーシング協会（AETRIN）会員企業は国内流通量の約 80％を取り扱っ

ており、本調査団が AETRIN との意見交換を通じ得た情報では、スペイン天然腸業界の現状を述
べているものとして、以下のとおり、まとめられる。

① スペインで飼育される羊は、ミルクラムとして消費されることからスペイン原産羊腸がソー
セージケーシングとして扱われることは殆どない。

② 取扱い羊腸の口径及び長さの規格は、22-24 ／ 20-22 で 3mUP 又は 6mUP が主流となって
いる。

③ 羊腸ケーシングは、EU 内及び中国・豪・NZ・中東諸国から原腸を輸入し、第三国（主にモロッ
コ）で加工し、国内市場又は輸出に供されている。

④ 豚腸ケーシングは、スペイン産豚腸に加え中国・米国から調達し、羊腸同様に第三国で加工さ
れている。中国・米国から輸入される豚腸のうち加工済み豚腸の割合は掴めきれていない。

⑤ スペイン国内での天然腸の加工は、主に人件費を理由に行われていない。モロッコが主要な加
工地となっているが、地中海を挟んでの隣国という距離的メリットによる加工期間の短さと管
理のし易さ、人件費を中心とした加工コストの低いことが理由となっている。

２． 輸入制度の制約
天然腸の輸入にあたっては、我が国の食品衛生法及び家畜伝染病予防法に規定される条件をクリ

アする必要があるが、全ての輸入対象国に適用される両法の基本的な手続きは省略し、スペインか
ら輸入する場合に考慮すべき点は、次のとおりである。

① 羊腸については、2001 年の日本国内での BSE 発生を受け 2004 年 2 月にと畜場法施行規則の
改正により、羊のと畜時に小腸をはじめとする内臓の除去・焼却の義務化と輸入の禁止が実施
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された。これを受け、欧州を主とする BSE 発生国からの羊腸の輸入が完全に停止されている。
その後、2016 年 1 月に食品安全委員会による「めん羊及び山羊の BSE 対策の見直しに係る

食品健康影響評価」を踏まえ、2016 年 6 月にと畜場法施行規則の一部改正が行われ、輸入禁
止措置は解除された。

しかしながら、羊腸の輸入については、輸出国と我が国の二国間で合意される「日本向けに
輸出可能な羊のと畜並びに羊肉及び羊内臓肉の加工の基準：輸出証明プログラム（EVP）」に
基づき実施される必要があり、本調査時点では、日・スペイン間では EVP は合意されていない。

（注） 日・スペイン間のEVPは、2020年1月15日に発表されたが、EVPの対象内臓肉の範囲に、
羊腸は含まれていない。（関係資料 7 参照）

② 豚腸については、羊腸で必要とされる EVP の合意は必要とされていないことから、「輸出国か
ら日本向けに輸出される天然ケーシングの家畜衛生条件（AHR）」に基づき実施される必要が
ある。

しかしながら、現時点では、AHR で求められている加工施設の認定と我が国への通知及び
検査証明書様式の提示は行われていない。

３． まとめ
スペインから天然腸を安定調達する可能性及び評価について、以下のとおりまとめる。

① 上記 2. で報告したとおり、羊腸に係る EVP の政府間合意が不可欠であり、今後の推移を見守
る必要がある。本調査団のスペイン農業・漁業・食糧省担当局長との面談では、同局長は EVP
に羊腸を含めることに異論はなく、両政府に対し、羊腸の安定調達のためにも早期の合意を求
めていく必要がある。また、豚腸については、AHR の条件に関するスペイン政府の取り組み
如何に係るものであり、今回の調査でも働き掛けを行っているが、引き続き、フォローアップ
を行う必要がある。

但し、EVP・AHR ともに、スペイン国内に天然腸の加工保管施設があることが前提条件と
なっていることから、本調査団で判明した第三国における天然腸加工の実態を踏まえ、EVP・
AHR の運用面での精査・工夫が必要と判断される。

② スペイン原産羊腸については、上記 1. ①のとおりであるが、スペインからの羊腸・豚腸の調
達量については、特段の不安はないものと判断される。

他方、日本メーカーが求めるスペック、特に羊腸の長さ規格については、欧州市場で流通し
ている規格とは異なり、日本市場特有の規格ともいえる 7mUP ／ 10mUP に応じることが可
能か、それにより羊腸価格の上昇を招くことがないかを考慮しなければならない。我が国ソー
セージメーカーが、3mUP ／ 6mUP での納入を受け入れてくれるのであれば、安定供給は十
分可能と判断される。
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Ⅳ． 関係資料・統計資料

１． スペイン概況（在スペイン日本大使館資料）
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２． 世界のめん羊と豚の飼育数上位30カ国
( めん羊） ( 豚） （単位：頭）

国名 2017 年 2016 年 国名 2017 年 2016 年

中国 161,350,800 162,062,500 中国 435,037,100 451,125,000

オーストラリア 72,125,334 67,543,092 米国 73,414,900 71,545,400

インド 63,068,632 64,303,585 ブラジル 41,099,460 39,893,073

ナイジェリア 42,500,000 42,103,072 スペイン 29,971,357 29,231,595

スーダン 40,573,686 40,551,149 ドイツ 27,577,568 27,376,056

イラン 40,029,687 41,861,730 ヴェトナム 27,406,739 29,075,315

イギリス 34,832,000 33,943,000 ロシア 22,027,698 21,506,840

エチオピア 31,836,701 30,697,942 ミャンマー 17,999,257 16,524,336

トルコ 30,983,933 31,507,934 メキシコ 17,210,269 16,753,231

チャド 30,789,484 28,529,915 カナダ 14,250,000 13,935,000

モンゴル 30,109,888 27,856,603 フィリピン 12,427,790 12,478,711

パキスタン 30,100,000 29,800,000 オランダ 12,409,000 12,479,000

アルジェリア 28,393,602 28,135,986 デンマーク 12,307,667 12,383,000

ニュージーランド 27,526,537 27,583,673 フランス 12,301,293 12,709,379

ロシア 22,744,376 22,713,067 ポーランド 11,352,719 10,865,318

南アフリカ 22,688,930 23,287,247 韓国 11,272,978 10,366,779

モロッコ 19,863,000 19,870,000 日本 9,346,000 9,313,000

ケニヤ 18,759,072 18,983,760 インド 8,800,350 9,100,935

ブラジル 17,976,367 18,403,947 イタリア 8,570,807 8,477,930

南スーダン 17,823,313 17,589,664 インドネシア 8,138,276 7,903,450

シリア 17,641,877 18,001,671 タイ 7,872,047 7,915,037

マリ 17,400,000 15,900,300 ナイジェリア 7,506,015 7,482,973

ウズベキスタン 16,810,800 15,670,000 ウクライナ 6,669,100 7,079,000

インドネシア 16,462,274 15,716,667 ベルギー 6,108,077 6,176,576

カザフスタン 16,049,807 15,884,814 台湾 5,442,381 5,496,216

スペイン 15,963,107 15,962,892 アルゼンチン 5,400,000 5,119,438

アルゼンチン 14,842,957 14,864,321 コロンビア 5,200,000 5,094,664

トルクメニスタン 13,970,826 14,022,190 英国 4,969,000 4,866,000

アフガニスタン 13,866,000 13,265,200 ルーマニア 4,707,700 4,926,928

ニジェール 12,315,737 11,899,263 ラオス 3,869,000 3,700,000

（出所：FAO 統計）
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３． スペインのめん羊・山羊・豚・牛の飼育数と屠殺数の推移
（単位：千頭）

飼育数 と畜数

年 めん羊 山羊 豚 牛 めん羊 山羊 豚 牛

2008 19,952 2,959 26,026 6,020 13,812 1,220 41,306 2,478

2009 19,718 2,934 26,290 6,082 11,392 1,173 40,888 2,307

2010 18,552 2,904 25,704 6,075 11,736 1,376 40,847 2,302

2011 17,002 2,693 25,635 5,923 11,377 1,423 41,743 2,315

2012 16,339 2,637 25,250 5,813 10,519 1,307 41,595 2,286

2013 16,119 2,610 25,495 5,697 10,312 1,214 41,418 2,222

2014 15,432 2,704 26,568 6,079   9,928 1,130 43,484 2,183

2015 16,523 3,010 28,367 6,183   9,960 1,210 45,891 2,334

2016 15,963 3,088 29,232 6,257 10,112 1,306 49,084 2,374

2017 15,963 3,060 29,971 6,466   9,833 1,358 50,073 2,391

（出所：FAO 統計）

４． 日本の天然ケーシング輸入可能国と認定/指定施設数（2019年12月末時点）
家畜衛生条件別 対象国 認定／指定施設数

天然ケーシングの家畜衛生条件

オーストラリア 16

ニュージーランド 46

アメリカ 13

カナダ 2

塩蔵天然ケーシングの家畜衛生条件

中国 50

モンゴル 4

ヴェトナム 1

トルコ 1

エジプト 2

モロッコ 4

（注：インド・パキスタン・フィリピン・ウルグアイ・ブラジルについては、「塩蔵天然ケーシングの家畜衛生条件」は取り決められているが、
加工保管施設の指定が行われていないため塩蔵天然ケーシングの輸入はできない。）
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５． 日本の天然腸輸入状況
国別天然腸輸入実績表　（数量）　2010年～ 2019年（1月－ 12月）
単位：Kg ―　財務省通関統計による　―

年別
国別

2010 年
（平成 22 年）

2011 年
（平成 23 年）

2012 年
（平成 24 年）

2013 年
（平成 25 年）

2014 年
（平成 26 年）

2015 年
（平成 27 年）

2016 年
（平成 28 年）

2017 年
（平成 29 年）

2018 年
（平成 30 年）

2019 年
（令和元年）

中国 2,367,521 2,312,261 2,031,820 1,736,005 2,290,802 2,493,288 2,189,183 2,708,722 2,638,569 2,698,712

台湾 570

モンゴル 160 8,205 15,372 24,327 13,384 16,529 53,947

パキスタン 17,631 20,087 14,864 10,680 10,455 6,595 3,960 6,463

トルコ 6,554 9,855 32,665 33,426 8,808 623

エジプト 950 5,785 2,970 8,750 900

カナダ 1,762 4,027 2,249

米国 67,608 136,170 70,960 97,323 87,727 57,959 22,952 39,810 25,744 52,597

ブラジル 483 2,116 2,231

チリ 3,778 2,176 2,444 2,370 2,337 2,419 1,147

ウルグアイ 880 795 1,130 1,080

オーストラリア 275,677 528,739 604,338 415,148 1,007,114 830,530 877,239 590,809 819,001 691,351

ニュージーランド 1,001,948 825,199 832,374 780,259 211,796 339,385 393,862 645,815 680,104 879,249

合　　　計 3,742,150 3,834,427 3,589,412 3,076,779 3,637,163 3,749,349 3,514,430 4,016,967 4,185,373 4,377,559

国別天然腸輸入実績表　（価額）　2010年～ 2019年（1月－ 12月）
単位：千円 ―　財務省通関統計による　―

年別
国別

2010 年
（平成 22 年）

2011 年
（平成 23 年）

2012 年
（平成 24 年）

2013 年
（平成 25 年）

2014 年
（平成 26 年）

2015 年
（平成 27 年）

2016 年
（平成 28 年）

2017 年
（平成 29 年）

2018 年
（平成 30 年）

2019 年
（令和元年）

中国 7,512,370 10,707,222 11,447,678 8,470,960 11,392,215 11,877,690 8,518,157 10,862,076 11,127,454 10,409,633

台湾 3,391

モンゴル 782 62,841 138,783 157,326 81,692 107,984 272,480

パキスタン 61,124 99,379 95,980 57,806 42,397 16,038 7,083 10,746

トルコ 16,902 56,434 191,362 157,652 46,187 2,000

エジプト 2,453 28,612 391 30,441 4,051

カナダ 1,756 4,246 5,267

米国 85,789 101,551 39,577 186,858 101,669 84,580 33,987 61,349 48,972 98,215

ブラジル 215 1,337 1,602

チリ 1,889 1,496 1,944 2,624 2,023 2,058 1,041

ウルグアイ 748 911 1,064 1,881

オーストラリア 1,128,664 2,688,543 3,629,790 2,367,287 6,589,922 5,715,379 5,244,851 2,991,663 4,364,197 3,618,097

ニュージーランド 3,494,506 3,436,531 4,798,649 4,640,427 1,056,519 1,857,076 1,548,825 2,576,296 3,013,947 4,054,100

合　　　計 12,303,912 17,090,997 20,205,420 15,884,242 19,326,552 19,693,309 15,515,643 16,617,232 18,673,977 18,456,406
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６． ソーセージ生産状況
ソーセージ生産量　2010年～ 2019年（1月－ 12月）
単位：トン ―　日本ハム ･ ソーセージ工業協同組合統計　―

年別
国別

2010 年
（平成 22 年）

2011 年
（平成 23 年）

2012 年
（平成 24 年）

2013 年
（平成 25 年）

2014 年
（平成 26 年）

2015 年
（平成 27 年）

2016 年
（平成 28 年）

2017 年
（平成 29 年）

2018 年
（平成 30 年）

2019 年
（令和元年）

ウィンナー
ソーセージ 212,838.1 216,747.8 220,458.7 224,421.2 229,434.8 225,268.6 228,706.7 239,493.7 238,921.0 238,519.5

フランクフルト
ソーセージ 32,826.2 32,803.0 32,966.3 35,253.3 37,733.4 38,555.9 38,023.9 35,777.8 36,098.8 34,631.2

その他 47,126.6 46,786.6 47,995.8 46,912.1 45,690.8 42,918.1 43,613.4 43,530.7 44,440.4 43,934.7

合　　　計 292,790.9 296,337.4 301,420.8 306,586.6 312,859.0 306,742.6 310,344.0 318,802.2 319,460.2 317,085.4

７．スペインから輸入されるめん羊肉等の取扱いについて（抜粋）
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